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市議会

島田発
「こども食堂」

と

「はつくらこども食堂」
代表　青

あお
山
やま

朝
あさ

美
み

さん
「いなりなるちゃん食堂」

代表　宮
みや

地
ち

成
しげ

子
こ

さん
「ひだまりカフェ」

代表　津
つ

田
だ

恵
けい

子
こ

さん

にお話を伺いました。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
、
安
心
し
て
楽
し
く
成
長
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
思
い
は
、主
催
者
の
皆
さ
ま
同
じ
で
し
た
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
市
内
３
カ
所
で
「
こ

ど
も
食
堂
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
金
谷
町
島
の

「
ひ
だ
ま
り
カ
フ
ェ
」、初
倉
地
区
の「
は
つ
く
ら

こ
ど
も
食
堂
」、稲
荷
町
の「
い
な
り
な
る
ち
ゃ
ん

食
堂
」
で
す
。
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
も
同
じ
食
卓
を
囲
ん
で
い
ま
し
た
。

《
オ
ー
プ
ン
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。》

・
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
の
息
抜

き
に
も
な
り
、
み
ん
な
が
誰
で
も
寄
っ
て
い
た

だ
け
る
会
話
の
で
き
る
居
場
所
と
な
る
こ
と

を
願
い
毎
月
最
終
土
曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。	

（
は
つ
く
ら
）

・
以
前
か
ら
皆
さ
ん
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う

地
域
の
思
い
が
あ
り
、
よ
う
や
く
実
現
で
き
ま

し
た
。
原
則
、
毎
月
第
４
土
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。（
い
な
り
）

・
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
作
り
に
と
、

　
火
曜
日
以
外
は
毎
日
開
放
し
て
い
ま
す
。
お
腹

が
空
い
た
ら
１
０
０
円
で
食
事
が
で
き
ま
す
。

（
ひ
だ
ま
り
）

特 集「
お
い
し
か
っ
た
ね
」「
楽
し
か
っ
た
ね
」

子
ど
も
が
安
心
と
楽
し
さ
を
感
じ
る
場
所
に
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《
協
力
ス
タ
ッ
フ
は
い
ま
す
か
。》

・
ス
タ
ッ
フ
は
開
催
日
ご
と
違
い
ま
す
が
、
子
ど

も
を
持
つ
親
御
さ
ん
を
中
心
に
、
ま
た
初
倉
中

学
校
の
生
徒
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
応
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
は
つ
く
ら
）

・
地
元
の
方
20
人
ほ
ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。（
い
な
り
）

・
厨
房
は
５
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
。（
ひ
だ
ま

り
）

《
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。》

・
趣
旨
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
食

材
の
寄
付
も
あ
り
ま
す
が
、
資
金
繰
り
が
大
変

で
す
。（
は
つ
く
ら
）

・
補
助
金
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
食
材
の
購
入
が

認
め
ら
れ
な
い
の
で
持
ち
出
し
が
発
生
し
ま
す
。

（
い
な
り
）

・
採
算
が
取
れ
な
い
状
況
で
す
。（
ひ
だ
ま
り
）

《
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
か
。》

・
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が
こ
こ

に
来
て
「
お
い
し
か
っ
た
ね
」「
楽
し
か
っ
た

ね
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
場
所
を
目
指
し
て
、

長
く
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
は
つ
く

ら
）

・
独
り
で
食
事
を
し
て
い
る
ご
高
齢
の
方
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。（
い
な
り
）

・
月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
、
施
設
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
ひ
だ
ま
り
）

ひだまりカフェ

いなりなるちゃん食堂はつくらこども食堂
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６
月
３
日
（
月
）
本
会
議
初
日　
正
・
副
議
長
選
挙
と
常
任
委
員
改
選

島
田
市
議
会
の
議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
村む
ら

田た

千ち

鶴づ

子こ

議
長
、

杉す
ぎ

野の

直な
お

樹き

副
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員

お
よ
び
議
会
運
営
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

（
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
第
69
号
に
掲
載
）

22
議
案
上
程

繰
越
明
許
費
や
市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
専
決
処
分
の
報
告
11
件
、

一
般
会
計
・
病
院
事
業
会
計
な
ど
補
正
予
算
５
件
、
条
例
４
件
、
そ
の

他
一
般
議
決
２
件
の
計
22
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
11
日
（
火
）
～
６
月
13
日
（
木
）
一
般
質
問
議
員
15
人
が
登
壇

議
員
15
人
が
一
問
一
答
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
８
～
15
ペ
ー
ジ
）

６
月
17
日
（
月
）
議
案
質
疑
、
追
加
議
案
５
件
・
報
告
２
件
上
程

初
日
に
上
程
さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
４
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
物
損
事
故
に
係
る
専
決
処
分
報
告
２
件
、
工
事
請
負
契
約
の
議

案
が
５
件
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。	

（
５
ペ
ー
ジ
）

６
月
18
日
（
火
）
～
６
月
19
日
（
水
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
半

日
ず
つ
分
散
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
計
29
議
案
の
う
ち
、
繰

越
明
許
費
等
の
報
告
10
件
を
除
く
専
決
処
分
の
承
認
・
補
正
予
算
・
条

例
改
正
な
ど
19
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
1
日
（
月
）
本
会
議
最
終
日　
追
加
議
案
上
程　
27
議
案
可
決

３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
が
報
告
し

ま
し
た
。

報
告
１
件
、
教
育
委
員
の
任
命
、
公
平
委
員
の
選
任
、
人
権
擁
護
委
員

の
諮
問
２
件
が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
新
た
に
「
議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別

委
員
会
」「
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
参
画
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」「
予

算
・
決
算
特
別
委
員
会
」
の
３
つ
の
特
別
委
員
会
の
設
置
お
よ
び
意
見

書
が
追
加
上
程
さ
れ
、
全
員
一
致
で
27
議
案
が
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

定例会
の

概要

一
般
会
計
８
０
１
０
万
８
０
０
０
円
を
増
額

　
　
　
　
　

計
27
議
案
を
可
決

令
和
元
年
６
月
定
例
会
が
、
６
月
３
日
（
月
）
か
ら
７
月
１
日
（
月
）
ま
で
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。



05 議会だよりShimada City Council Newsletter

〈
議
案
第
34
号　
令
和
元
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）〉

〈
議
案
第
34
号　
令
和
元
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）〉

〈
議
案
第
42
号　
し
ま
だ
音
楽
広
場
条
例
に
つ
い
て
〉

Q	

シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

A	

令
和
元
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
無
償

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

Q	

シ
ス
テ
ム
改
修
に
よ
る
効
果
は
。

A	

利
用
者
の
受
給
者
証
や
支
給
決
定
通
知
書
な
ど
が
迅
速
か
つ
正
確
に
処
理
で
き

る
こ
と
に
な
り
事
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
。

Q	

し
ま
だ
音
楽
広
場
に
指
定
管
理
者
を
導
入
す
る
理
由
お
よ
び
何
を
期
待
し
て
い

る
の
か
。

A	

利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
さ
ら
な
る
利
用
率
向
上
を

図
る
た
め
で
あ
り
、
市
内
外
へ
音
楽
広
場
の
周
知
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
い

方
の
提
案
、
魅
力
あ
る
自
主
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
で
利
用
率
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

Q	

し
ま
だ
音
楽
広
場
の
範
囲
は
。

A	

ス
タ
ジ
オ
３
室
、
授
乳
室
、
多
目
的
ト
イ
レ
等
の
占
用
部
分
と
事
務
室
、
収
納

庫
等
の
供
用
で
使
用
す
る
部
分
と
な
る
。

Q	

施
設
の
収
益
状
況
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
す

る
と
し
た
判
断
理
由
は
。

A	

利
用
す
る
人
が
多
い
。
屋
内
公
園
の
利
用
者
を
し
ま
だ
音
楽
広
場
に
も
取
り
込

む
よ
う
な
形
で
、
行
政
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が

必
要
に
な
る
と
考
え
た
。

Q	

指
定
管
理
者
の
募
集
方
法
は
。

A	

公
募
に
よ
ら
な
い
非
公
募
の
随
意
契
約
と
す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
が
、
最
終
的
に
は
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会

で
検
討
し
、
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
市
長
が
決
定
す
る
。

Q	
利
用
者
か
ら
の
利
用
料
に
税
負
担
等
の
上
乗
せ
が
あ
る
の
か
。

A	
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
考
え
は
な
い
。

Q	

シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容
と
理
由
は
。

A	

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
伴
う
申
請
情
報
の
管
理
、
利
用
認
定
の
業
務
、
施
設
等

の
利
用
給
付
費
請
求
の
支
払
い
業
務
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
改
修
が
主
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
認
定
申
請
の
受
付
お
よ
び
認
定
証
の
発
送
な
ど
の
状
況

管
理
を
行
う
た
め
の
機
能
の
追
加
と
幼
稚
園
等
の
施
設
に
対
す
る
利
用
給
付
費

の
支
払
い
管
理
を
行
う
た
め
に
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
と
な
る
。

Q	

シ
ス
テ
ム
改
修
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

A	

認
定
等
の
複
雑
な
対
応
に
つ
い
て
正
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
事
務
処
理
が
可
能
と

な
る
。

福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
改
修
の

内
容
と
効
果
は

し
ま
だ
音
楽
広
場
の

指
定
管
理
者
導
入
の
内
容
は

幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容
は

Pick
up 1Pick

up 2

Pick
up 3
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経
済
建
設
常
任

員
委

会

島田市議会には３つの常任委員会があります。議員は必ずいずれかの委員会に
属し議案審査に当たります。６月定例会の議案審査は概要のとおりです。

常任委員会報告

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

学
校
支
援
員
の
今
後
の
対
応
は

し
ま
だ
音
楽
広
場
は

　
　
　
　
　
　

指
定
管
理
者
へ

●
教
育
研
究
推
進
費　
嘱
託
員

Q	

10
月
か
ら
学
校
教
育
支
援
員

等
を
、
包
括
業
務
委
託
に
よ

り
前
倒
し
で
行
う
計
画
だ
っ

た
が
、
２
月
定
例
会
で
修
正

案
が
可
決
さ
れ
た
。
４
月
１

日
に
交
付
し
た
辞
令
が
９
月

30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

10
月
以
降
ど
う
な
る
か
と
不

安
を
与
え
た
が
、
教
育
委
員

会
と
し
て
の
対
応
は
。

A	

校
長
会
を
通
し
て
、
10
月
か

ら
の
雇
用
は
確
保
し
て
い
く

と
伝
え
て
お
り
、
辞
令
等
も

含
め
て
不
安
の
な
い
よ
う
対

応
し
て
い
く
。

Q	

学
校
教
育
支
援
員
の
仕
事
の

精
査
は
ま
だ
継
続
し
て
い
る

の
か
。

A	

支
援
員
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
は
会
計
年
度
任
用
職
員
と

す
る
方
向
で
進
ん
で
い
く
予

定
。
職
務
内
容
に
つ
い
て
は

精
査
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

●
学
校
安
全
総
合
支
援
指
定
研
究
事
業

Q	

事
業
内
容
は
。

A	

文
科
省
を
通
し
、
県
か
ら
委

託
さ
れ
た
事
業
で
、
モ
デ
ル

地
域
は
、
島
田
第
一
中
学
校

区
の
小
・
中
学
校
４
校
。
自

助
共
助
の
育
成
を
目
指
し
た

防
災
教
育
を
実
施
し
、
災
害

時
に
お
け
る
、
生
活
手
段
の

実
践
的
な
授
業
を
行
う
予
定
。

Q	

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
財
政

的
負
担
軽
減
と
な
る
の
か
。

A	

民
間
の
活
力
を
導
入
す
る
こ

と
で
利
用
率
が
向
上
し
、
収

入
増
と
な
る
た
め
負
担
が
減

る
と
考
え
る
。

Q	

指
定
管
理
者
に
求
め
る
管
理

方
法
は
。

A	

施
設
の
管
理
者
が
所
有
す
る

屋
内
広
場
と
の
連
携
し
た
利

用
方
法
を
期
待
す
る
。

Q	

基
金
の
財
源
内
訳
は
。

A	

川
根
温
泉
の
年
間
経
常
利
益

の
80
％
と
メ
タ
ン
発
電
に
よ

る
灯
油
削
減
分
、
川
根
温
泉

ホ
テ
ル
の
営
業
利
益
の
20
％

と
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
に
よ
る

電
気
料
相
当
分
で
あ
る
。

●
道
路
新
設
改
良
費・公
園
管
理
費

Q	

財
源
で
あ
る
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
内
示
率
の
状

況
は
。

A	

防
災・安
全
の
重
要
事
業（
通

学
路
の
交
通
安
全
、
橋
梁
の

長
寿
命
化
修
繕
事
業
等
）
は

１
０
０
％
だ
が
、
道
路
舗
装

打
ち
換
え
事
業
等
は
低
い
状

況
で
あ
る
。
近
隣
市
町
と
同

等
と
予
測
さ
れ
る
。

令
和
元
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

し
ま
だ
音
楽
広
場
条
例

令
和
元
年

一
般
会
計
補
正
予
算

Q	

今
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
税
の
資
産
割
を
な
く
す
こ

と
に
よ
る
税
収
の
減
額
は
、

ど
れ
く
ら
い
か
。

A	

減
額
は
、
１
億
４
０
０
０
万

円
か
ら
１
億
５
０
０
０
万
円

の
間
ぐ
ら
い
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

●
温
泉
施
設
基
金
費
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包
括
業
務
委
託
は
一
旦
白
紙
に

消
費
税
率
10
％
で
取
得
し
た
住
宅

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
控
除
期
間

を
３
年
延
長
し
13
年
と
し
、
所
得

税
で
控
除
し
き
れ
な
い
額
を
今
ま

で
同
様
、
個
人
住
民
税
か
ら
控
除

す
る
も
の
で
あ
る
。

●
嘱
託
員
の
給
与
の
補
正

Q	

２
月
定
例
会
で
包
括
業
務
委

託
費
を
修
正
減
額
さ
れ
て
い

る
。
ど
う
い
う
経
過
で
今
回

上
程
す
る
に
至
っ
た
の
か
。

A	

２
月
定
例
会
で
全
会
一
致
で

減
額
修
正
さ
れ
た
。
包
括
業

務
委
託
の
内
容
は
全
く
な
く

な
っ
て
お
り
、
や
り
直
し
を

し
た
も
の
。

●
新
病
院
建
設
事
業

Q	

増
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
説

明
い
た
だ
き
た
い
。

A	

翌
年
度
逓て
い
次じ

繰
越
額
で
11
億

３
３
２
０
万
円
と
あ
る
。
そ

の
分
に
対
応
す
る
一
般
会
計

か
ら
病
院
へ
の
繰
出
金
で
あ

る
。

●
地
方
債
の
調
書

Q	
過
去
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
く
と
借
金
時
計
が
あ
っ
た

が
最
近
は
な
く
な
っ
た
。
復

活
さ
せ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。

A	

数
年
前
に
や
め
て
い
る
。
時

間
を
追
う
ご
と
に
数
字
が
増

え
た
り
減
っ
た
り
と
い
う
見

せ
方
に
な
っ
て
お
り
、
適
当

で
は
な
い
部
分
も
あ
っ
た
。

島
田
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
生
活
常
任

員
委

会

意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た

地
方
議
会
で
は
、
そ
の
自
治
体
の
公
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

６
月
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
静
岡

県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

※
こ
れ
は
意
見
書
の
要
約
で
す
。
提
出
し
た
意
見
書
全
文
は
、
市
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
戦
後
の
日
本
の
農
業
と
国
民
の
食
生
活
を
支
え
て

き
た
主
要
農
作
物
種
子
法
（
以
下
「
種
子
法
」）
が
平

成
30
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
種
子
法

の
廃
止
は
、
米
・
麦
・
大
豆
の
種
子
を
１
０
０
％
国

産
で
賄
う
こ
と
を
維
持
し
て
き
た
法
的
根
拠
と
、
そ

の
財
源
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
よ
っ
て
、
静
岡
県
に
お
い
て
は
、
今
後
も
現
行
の

種
子
生
産
・
普
及
体
制
を
生
か
し
、
本
県
農
業
の
主

要
農
産
物
の
優
良
な
種
子
の
安
定
供
給
や
品
質
確
保

の
取
り
組
み
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
農
業
者
や

消
費
者
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
主
要
農
作
物

の
種
子
生
産
に
か
か
わ
る
条
例
を
制
定
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

主
要
農
産
物
の
種
子
生
産
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
県
条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
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老朽化が進む小・中学校のプール

学
校
の
再
編
前
に
で
き
る
こ
と

杉
すぎ

野
の

直
なお

樹
き

 議員

A	

今
後
は
、
学
校
の
再
編
の
取
り
組
み

と
は
別
に
、｢

島
田
市
学
校
プ
ー
ル
あ

り
方
検
討
会｣

を
設
立
し
て
、
先
進

地
事
例
を
視
察
し
、
学
校
運
営
や
市

民
の
利
用
等
に
つ
い
て
も
調
査
研
究

を
進
め
、
今
年
度
中
に
方
向
性
を
示

し
て
い
き
た
い
。

Q 

統
廃
合
の
可
能
性
が
あ
る
公
共
施
設

の
う
ち
、
今
後
、
い
ち
早
く
整
備
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
施
設
は
何

か
。

A	

本
市
の
公
共
施
設
の
保
有
状
況
を
見

る
と
、
小
・
中
学
校
が
全
体
の
床
面

積
の
40
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
児

童
や
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育

環
境
を
実
現
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
今
後
、
人
口
減
少
が
一
層

進
む
中
で
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理

に
か
か
る
市
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
小
・
中
学
校
の
整
備
の
方
向
性

を
整
理
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q 

先
日
、
掛
川
市
の
小
学
校
で
民
間
の

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
プ
ー

ル
授
業
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う
報
道

が
あ
っ
た
。
学
校
の
再
編
は
地
域
に

与
え
る
影
響
も
大
き
い
た
め
、
学
ぶ

拠
点
を
統
廃
合
し
て
い
く
と
い
う
議

論
の
前
に
、
考
え
方
の
一
つ
と
し
て
、

ま
ず
、
部
分
的
な
機
能
を
切
り
分
け

て
、
段
階
的
に
統
廃
合
す
る
よ
う
な

手
法
を
取
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

A
Q
&

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
６
月
定
例
会
で
は
、

15
人
の
議
員
が
一
問
一
答
方
式
（
議

員
が
一
つ
の
質
問
を
し
、
市
長
等
も

一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
式
）
を
選
択

し
、
50
分
間
の
制
限
時
間
の
中
で
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
15
人
の
議
員
の
個
人

質
問
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

このＱＲコード
からどうぞ！
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改築が待たれる現市役所庁舎

前回の大祭の鹿島踊り（本通六丁目）

島
田
大
祭
の
在
り
方
を

市
民
で
考
え
よ
う

島
田
市
新
庁
舎整備

基
本
計
画
は

Q 

新
庁
舎
に
導
入
さ
れ
る
機
能
は
。

A	

高
い
耐
震
性
能
に
よ
り
、
災
害
発
生

時
も
安
定
的
に
業
務
継
続
が
図
ら
れ

る
こ
と
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に

十
分
な
配
慮
が
あ
る
こ
と
。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
て
誰

も
が
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
。
極

力
コ
ン
パ
ク
ト
で
シ
ン
プ
ル
な
全
体

計
画
に
し
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
を

抑
制
す
る
こ
と
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

寄
与
す
る
シ
ス
テ
ム
や
建
材
を
用
い

る
こ
と
。
維
持
管
理
の
し
や
す
い
構

造
、
設
備
、
機
器
と
す
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。

Q 

配
置
計
画
は
ど
う
か
。

A	

相
互
に
関
連
性
を
持
つ
部
署
を
近
く

に
配
置
す
る
こ
と
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

Q 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A	

速
や
か
に
委
託
業
者
を
選
定
し
、
今

年
度
に
基
本
設
計
、
令
和
２
年
度
に

実
施
設
計
を
完
了
し
、
令
和
３
年
～

４
年
度
に
か
け
て
建
設
工
事
を
行
い
、

令
和
５
年
度
初
め
に
開
庁
し
た
い
。

考
に
、
最
終
的
に
委
員
会
か
ら
大
祭

の
在
り
方
に
つ
い
て
い
く
つ
か
提
案

し
て
も
ら
う
。
こ
の
方
法
は
い
か
が

か
。

A	

市
民
を
無
作
為
抽
出
し
て
大
祭
に
つ

い
て
会
議
を
行
う
と
い
う
の
は
難
し

い
と
思
う
。
今
回
の
動
き
を
応
援
し

て
い
き
た
い
。

Q 

３
年
前
、
島
田
大
祭
の
在
り
方
を
考

え
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
提
案
し

た
時
、
有
識
者
に
入
っ
て
い
た
だ
く

方
法
も
考
え
た
い
と
い
う
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
ど
う
な
っ
た
か
。

A	

検
討
委
員
会
は
設
置
し
て
い
な
い
。

今
回
作
っ
た
実
行
委
員
会
に
は
有
識

者
は
参
加
し
て
い
な
い
。

Q 

そ
の
理
由
は
何
か
。

A	

大
祭
保
存
会
が
自
ら
改
革
の
必
要
性

を
唱
え
、実
行
委
員
会
に
お
い
て
、そ

れ
を
訴
え
て
い
る
と
い
う
状
況
な
の

で
、
市
と
し
て
は
、
こ
れ
に
期
待
し

て
、
協
力
、
支
援
す
る
体
制
を
取
っ

て
い
く
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

Q 

今
回
の
や
り
方
で
は
、
祭
り
の
在
り

方
そ
の
も
の
の
議
論
は
難
し
そ
う
だ
。

そ
こ
で
、市
民
が
主
催
し
、無
作
為
抽

出
で
選
ば
れ
た
委
員
の
参
加
で
、
大

祭
を
自
分
事
と
し
て
考
え
る
会
を
作

り
、
何
回
か
の
会
議
を
行
う
。
そ
の

中
で
、
大
祭
保
存
振
興
会
や
大
井
神

社
、
ま
た
島
田
大
祭
に
詳
し
い
有
識

者
の
話
を
聞
く
。
観
光
協
会
か
ら
観

光
に
関
す
る
話
も
聞
き
、
そ
れ
を
参

森
もり

　伸
しん

一
いち

 議員

Q 

浄
化
槽
の
設
備
状
況
や
公
共
下
水
道

の
接
続
状
況
は
。

A	

平
成
30
年
度
末
で
単
独
浄
化
槽
１
万

２
２
１
１
基
、
合
併
浄
化
槽
１
万
６

９
８
基
、
集
合
浄
化
槽
８
基
、
公
共

下
水
道
利
用
戸
数
４
１
８
３
戸
。

Q 
今
後
の
目
標
は
ど
う
か
。

A	

下
水
道
、
合
併
浄
化
槽
で
71
％
を
目

標
に
整
備
し
た
い
。

下
水
道
・
浄
化
槽
の
状
況
は

齊
さい

藤
とう

和
かず

人
と

 議員
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Q 

庁
舎
建
て
替
え
事
業
費
が
１
年
前
の

52
億
円
か
ら
69
億
円
と
17
億
円
上

が
っ
た
（
坪
単
価
１
８
１
万
円
・
総

事
業
費
87
億
円
）。な
ぜ
短
期
間
に
事

業
費
が
変
わ
っ
た
か
。
ま
た
事
業
費

を
下
げ
る
工
夫
や
方
法
は
な
い
か
。

A	

建
築
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る
資
材
費

の
高
騰
や
床
面
積
の
増
加
に
よ
る
。

建
築
単
価
を
下
げ
る
こ
と
は
難
し
い

が
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
精
査
し
て

抑
制
や
他
の
施
設
と
「
ス
ペ
ー
ス
の

重
ね
使
い
」
を
す
る
。

Q 

事
業
費
の
見
極
め
判
断
の
一
つ
に
坪

単
価
が
あ
る
。
一
般
論
と
し
て
新
病

院
（
１
３
４
万
円
）
と
新
庁
舎
を
比

べ
、
ど
ち
ら
が
高
い
か
。
ま
た
他
市

の
庁
舎
工
事
費
と
比
べ
て
ど
う
か
。

A	

整
備
内
容
か
ら
病
院
の
方
が
高
い
。

平
成
26
～
30
年
度
ま
で
の
間
、
33
市

の
事
例
で
は
１
３
６
万
円
か
ら
１
６

７
万
円
で
本
市
の
方
が
高
い
。

Q 

地
方
公
務
員
の
非
常
勤
職
員
の
任
用

制
度
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

と
し
て
令
和
２
年
４
月
に
施
行
さ
れ

る
が
、
対
応
は
ど
う
な
る
か
。

A	

正
規
職
員
も
含
め
た
業
務
を
見
直
し
、

募
集
を
行
う
方
針
で
あ
り
、
９
月
定

例
会
に
向
け
、
任
用
条
件
等
に
関
す

る
議
案
を
準
備
し
て
い
る
。

Q 

市
の
臨
時
職
員・嘱
託
員
の
人
数
、勤

務
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A	

臨
時
職
員
は
フ
ル
タ
イ
ム
75
人
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
24
人
。
特
別
職
の
嘱
託

員
は
３
４
５
人
で
、
全
員
が
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
あ
る
。

Q 

制
度
導
入
に
向
け
た
勤
務
条
件
等
の

課
題
は
何
か
。

A	

給
与
や
休
暇
の
ほ
か
、
募
集
か
ら
選

考
、
採
用
に
至
る
手
続
き
、
労
務
管

理
の
方
法
な
ど
の
検
討
が
必
要
だ
。

Q 

フ
ル
タ
イ
ム
の
臨
時
職
員
が
担
っ
て

い
る
業
務
は
、
今
後
ど
う
す
る
か
。

A	

条
例
は
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
両
方
を
整
備
し
、
採
用
に
つ
い

て
は
、
個
別
に
検
討
し
て
い
く
。

Q 

制
度
導
入
に
よ
る
経
費
増
は
ど
の
程

現庁舎と建て替え予定地の旧市民会館跡地

法施行後の地方公務員の職の整理（総務省）

必
要
、
で
も
高
く
な
い
か
。

庁
舎
工
事
費

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で

何
が
変
わ
る

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

藤
ふじ

本
もと

善
よし

男
お

 議員

度
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

A	

外
部
委
託
料
も
含
め
、
市
の
負
担
は

年
間
約
３
億
円
増
加
す
る
見
込
み
だ
。

Q 

募
集
の
前
提
は
１
会
計
年
度
だ
が
、

他
市
で
は
能
力
実
証
を
前
提
に
同
じ

人
が
続
け
ら
れ
る
選
考
を
２
回
ま
で

可
能
と
す
る
制
度
を
確
立
し
た
。
当

市
の
取
り
組
み
は
。

A	
多
く
の
人
に
就
労
の
機
会
を
与
え
る

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
平
等
な
扱
い

を
原
則
と
考
え
て
い
る
。

り
に
与
え
る
影
響
と
対
応
を
伺
う
。

A	

地
域
の
賑に

ぎ
わ
い
の
低
下
が
心
配
さ
れ

る
。
地
域
の
拠
点
を
ど
こ
に
置
く
か
、

跡
地
活
用
方
法
等
、
副
市
長
を
ト
ッ

プ
と
し
た
庁
内
組
織
を
設
置
し
、
各

学
区
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

け
て
、
地
域
づ
く
り
の
方
針
を
示
す
。

Q 

人
口
減
少
が
進
む
中
、
学
校
の
適
正

規
模
や
配
置
、
そ
れ
に
伴
う
町
内
の

再
編
や
自
治
会
組
織
の
見
直
し
は
。

A	

学
校
数
を
数
字
で
表
す
の
は
難
し
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
示
す
。

佐
さ

野
の

義
よし

晴
はる

 議員

学
校
再
編
と
地
域
づ
く
り

Q 

小
・
中
学
校
の
統
廃
合
が
地
域
づ
く
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回覧版などで使われた実証実験のチラシ

キャッシュレス決済の種類

島
田
市
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
？

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

実
証
実
験
の
結
果
は

伊
い

藤
とう

　孝
たかし

 議員

横
よこ

山
やま

香
かお

理
り

 議員

Q 

前
回
実
証
実
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
、
乗
降
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
す
な

ど
改
善
し
た
が
、
ど
こ
を
増
や
し
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
検
証
し
た
か
。

A	

色
尾
の
バ
ス
停
を
加
え
、
行
き
の
み

で
は
あ
る
が
六
合
駅
・
島
田
市
民
病

院
を
追
加
し
、
ど
の
く
ら
い
の
需
要

が
あ
る
の
か
を
検
証
し
た
。
さ
ら
に

路
線
バ
ス
と
の
競
合
関
係
に
つ
い
て

の
検
証
を
行
っ
た
。

Q 

今
回
、
利
用
者
の
延
べ
人
数
と
利
用

頻
度
が
高
か
っ
た
地
域
、
ま
た
一
番

利
用
し
た
年
齢
層
は
ど
の
年
代
だ
っ

た
の
か
。

A	

前
回
は
２
７
９
人
だ
が
、
今
回
は
３

６
１
人
だ
っ
た
。
一
番
利
用
し
た
地

域
は
南
原
で
延
べ
１
２
６
人
、
全
体

の
３
分
の
１
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

80
歳
代
の
登
録
が
最
も
多
く
一
番
多

く
利
用
し
た
。

Q 

２
回
の
実
験
を
行
っ
た
結
果
、
ど
の

よ
う
に
考
察
す
る
か
。

A	

登
録
実
態
は
対
象
地
区
人
口
の
０
・

９
％
で
、実
質
、利
用
し
た
人
が
０・

５
％
と
い
う
割
合
だ
っ
た
。
乗
合
率

は
１
・
０
４
人
で
利
用
し
た
32
人
の

う
ち
、
上
位
３
人
の
利
用
が
全
体
の

35
％
を
占
め
た
。
実
証
実
験
は
終
了

し
た
が
、
こ
う
し
た
点
も
考
慮
し
て

初
倉
地
区
の
公
共
交
通
網
の
構
築
を

再
検
討
し
た
い
。

Q 
公
共
交
通
に
関
し
て
の
方
向
性
や
考

え
方
は
ど
う
か
。

A	
コ
ミ
バ
ス
は
動
脈
の
役
割
を
、
デ
マ

ン
ド
型
は
地
域
内
を
動
脈
に
つ
な
ぐ

路
線
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

と
聞
い
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

が
足
り
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
を
検
討
し
た
い
。

Q 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
還
元

を
図
る
上
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

A	

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
行
っ
た
場

合
、
５
ポ
イ
ン
ト
還
元
さ
れ
る
こ
と

を
セ
ミ
ナ
ー
で
周
知
し
た
い
。

Q 

当
市
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普

及
率
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

A	

本
市
を
含
め
、国
、県
と
も
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
率
と
し
て
把

握
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
額
が
民
間
最

終
消
費
支
出
に
占
め
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
比
率
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

平
成
29
年
が
21
・
３
％
で
あ
る
。

Q 

富
士
山
静
岡
空
港
の
主
な
就
航
先
が
、

中
国・韓
国
で
あ
る
。両
国
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
率
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

A	

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
比
率
は
、

韓
国
が
96・４
％
、
中
国
が
65・８
％

と
把
握
を
し
て
い
る
。

Q 

現
在
ま
で
の
当
市
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
の
普
及
施
策
は
何
か
。

A	
商
工
会
議
所
、商
工
会
で
は
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
伴
う
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
る
。

Q 

当
市
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
今

後
の
普
及
施
策
は
。

A	

国
が
６
月
17
日
に
、
県
が
７
月
10
日

に
歩
歩
路
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
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川
かわごし

越遺跡の大井川川
かわ

会
かい

所
しょ

（河原町）

Q 

小
児
予
防
接
種
の
周
知
方
法
を
伺
う
。

A	

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
し
ま
だ
こ
ど
も
手

帳
、
島
田
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
用

い
て
周
知
し
て
い
る
。

Q 

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
率
は
ど
う
か
。

A	

実
施
率
は
平
成
30
年
度
は
58
・
８
％
。

平
成
29
年
度
は
64
％
。

Q 

接
種
率
向
上
策
と
し
て
未
接
種
者
に

再
度
ハ
ガ
キ
で
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

A	

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
で
周
知
し
て
い
く
。

Q 

小
児
が
ん
の
治
療
の
た
め
に
定
期
予

防
接
種
を
全
て
再
接
種
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
費
用
が
高
額
と
な
る
と
聞

い
た
。
助
成
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A	

助
成
を
検
討
し
て
い
く
。

Q 

事
務
事
業
等
の
民
間
委
託
に
対
す
る

指
針
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

A	

行
政
改
革
に
関
す
る
指
針
で
あ
る
第

２
次
行
政
経
営
戦
略
基
本
方
針
中
の

法
律
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
の
推

進
お
よ
び
財
政
の
健
全
化
を
図
る
取

り
組
み
と
し
て
進
め
る
。

Q 

民
間
委
託
の
可
能
性
の
判
断
根
拠
は
。

A	

定
型
的
な
業
務
と
し
て
委
託
で
き
る

十
分
な
業
務
量
が
あ
り
、
か
つ
業
務

全
体
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
こ
と
で

あ
る
。

Q 

包
括
業
務
委
託
は
一
括
委
託
す
る
か
。

A	

関
連
性
の
高
い
業
務
を
グ
ル
ー
プ
化

し
委
託
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

Q	

委
託
に
関
す
る
各
部
署
と
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
実
施
状
況
は
。

A	

本
年
の
４
～
５
月
に
、
前
年
度
に
提

出
さ
れ
た
業
務
整
理
表
を
基
に
、
業

務
手
順
と
法
的
根
拠
等
を
確
認
し
て

い
る
。

Q 

委
託
契
約
後
の
委
託
社
員
の
昇
給
は

試
算
し
て
い
る
か
。

A	

契
約
更
新
時
の
昇
給
を
考
慮
し
て
い

る
が
、
更
新
時
の
業
者
プ
ロ
ポ
ー
ザ

業務委託された大阪府池田市の市民課窓口

小
児
予
防
接
種
の
助
成
を
要
望

包
括
業
務
委
託
に
は

慎
重
な
対
応
を

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

ル
の
内
容
に
も
よ
り
、
不
明
で
あ
る
。

事
業
費
補
助
金
な
ど
が
あ
る
。

Q 

川
越
遺
跡
の
今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

A	

バ
ス
停
の
名
称
変
更
や
番
宿
を
整
備

し
弁
当
な
ど
を
食
べ
る
場
所
と
し
た

り
、
さ
さ
ま
国
際
陶
芸
祭
の
作
品
を

博
物
館
の
分
館
で
展
示
し
た
り
す
る

計
画
が
あ
る
。

Q 

地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
考
慮
し
た
計

画
か
。

A	

車
の
通
行
等
、
地
元
の
意
向
を
調
査

し
、
暮
ら
し
を
守
る
計
画
と
し
て
い

く
。

大
おお

関
ぜき

衣
きぬ

世
よ

 議員

清
し

水
みず

唯
ただ

史
し

 議員

危
機
管
理
情
報
は
学
校
に
も

Q 

５
月
21
日
に
お
け
る
大
雨
の
情
報
は

学
校
現
場
に
周
知
さ
れ
た
か
。

A	
前
日
か
ら
注
意
喚
起
し
、
学
校
で
も

市
契
約
の
㈱
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
か

ら
の
情
報
取
得
を
可
能
に
し
た
。

Q 

運
動
会
で
の
暑
さ
対
策
は
。

A	

給
水
タ
イ
ム
、
帽
子
の
着
用
、
応
援

席
の
テ
ン
ト
設
営
な
ど
で
対
応
し
た
。

文
化
資
源
を
活
用
し
よ
う

Q 
地
域
に
あ
る
文
化
資
源
の
保
存
や
利

活
用
で
の
公
的
な
援
助
が
あ
る
か
。

A	

条
件
に
よ
っ
て
活
用
の
可
否
等
が
あ

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
交
付

金
や
島
田
市
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
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山岸ロジスターズ！みんなで応援しよう！

発行手数料の助成により無料に？

交
通
被
害
の
な
い
、

安
全
安
心
な
島
田
市

｢
野
球
の
ま
ち
島
田
復
活｣

で

市
に
元
気
を

平
ひら

松
まつ

吉
よし

祝
のり

 議員

Q 

島
田
球
場
は
昭
和
55
年
に
「
野
球
の

ま
ち
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に

建
設
さ
れ
た
。「
野
球
の
ま
ち
島
田
復

活
」
に
は
球
場
拡
幅
や
電
光
掲
示
板

設
置
は
欠
か
せ
な
い
。
費
用
の
試
算
、

財
源
調
達
方
法
の
研
究
は
い
か
が
か
。

A	

昨
年
度
策
定
し
た
横
井
運
動
場
公
園

改
修
計
画
の
中
で
概
算
工
事
費
等
を

算
出
し
、
事
業
実
施
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
財
源
の
調
達
方
法
に
つ
い

て
は
調
査
研
究
し
て
い
る
。

Q 

島
田
市
全
域
を
巻
き
込
ん
で
「
野
球

の
ま
ち
島
田
復
活
委
員
会
（
仮
称
）」

を
立
ち
上
げ
、
活
性
化
を
図
っ
て
は

い
か
が
か
。

A	

こ
の
よ
う
な
動
き
が
市
民
全
体
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

Q 

山
岸
ロ
ジ
ス
タ
ー
ズ
へ
の
応
援
活
動

は
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
市
の

応
援
体
制
は
現
状
で
よ
い
の
か
。

A	

ま
ず
、
市
民
で
盛
り
上
が
り
、
市
民

で
の
動
き
が
大
事
で
あ
る
。

Q 

電
光
掲
示
板
設
置
や
球
場
拡
幅
は
。

A	

昨
年
の
改
修
計
画
に
は
検
討
課
題
と

し
て
挙
げ
て
い
る
。

Q 

旧
法
務
局
跡
地
利
用
も
期
待
さ
れ
る
。

市
の
検
討
は
い
か
が
か
。

A	

利
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

Q 

災
害
対
策
推
進
施
策
費
と
し
て
整
備

で
き
る
が
い
か
が
か
。

A	

防
災
拠
点
は
有
り
余
る
ほ
ど
あ
る
。

Q 
市
長
の
英
断
を
期
待
す
る
が
ど
う
か
。

A	
島
田
が
野
球
の
ま
ち
と
し
て
復
活
す

る
の
は
難
し
い
。
野
球
人
口
の
底
辺

の
拡
大
と
い
う
と
こ
ろ
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
た
い
。

河
かわ

村
むら

晴
はる

夫
お

 議員

Q 

幼
稚
園
、
保
育
所
、
地
域
型
保
育
所

で
の
散
歩
経
路
の
安
全
は
確
保
で
き

て
い
る
か
。

A	

各
施
設
で
、
危
険
な
箇
所
が
計
31
カ

所
あ
る
。
散
策
路
等
の
交
通
安
全
を

確
認
し
て
い
き
た
い
。

Q 

小
・
中
学
生
の
登
下
校
の
通
学
路
の

安
全
は
確
保
で
き
て
い
る
か
。

A	

交
通
指
導
員
や
見
守
り
隊
な
ど
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
仰
ぎ
、

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

路
面
に
「
通
学
路
」
や
「
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
」
の
表
示
を
し
て
い
る
。

Q 

高
校
生
、
一
般
の
自
転
車
走
行
の
安

全
は
確
保
で
き
て
い
る
か
。

A	

県
の
条
例
が
10
月
か
ら
適
用
と
な
り
、

自
転
車
に
乗
る
人
は
保
険
へ
の
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
自
転
車
保
険

へ
の
加
入
促
進
の
必
要
性
を
周
知
し

て
い
く
。

Q 
市
内
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数
と
高

齢
者
の
関
わ
り
は
ど
う
か
。

A	

平
成
31
年
１
月
か
ら
５
月
末
日
ま
で

に
２
２
５
件
の
事
故
が
発
生
し
、
高

齢
者
運
転
事
故
は
53
件
で
あ
っ
た
。

Q 

最
近
の
高
齢
者
の
免
許
返
納
数
は
ど

の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

A	

平
成
26
年
が
２
２
５
件
、
平
成
27
年

が
２
６
８
件
、
平
成
28
年
が
３
３
１

件
、
平
成
29
年
が
３
９
１
件
、
平
成

30
年
が
４
３
３
件
で
あ
る
。

Q 

免
許
返
納
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

A	

返
納
後
、
運
転
経
歴
証
明
書
が
交
付

さ
れ
る
が
、
手
数
料
１
１
０
０
円
の

全
額
助
成
を
検
討
し
て
い
く
。
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Q 

保
育
所
で
待
機
児
童
が
出
て
い
る
が
、

地
区
別
、
年
齢
別
の
人
数
は
ど
う
か
。

A	

４
月
１
日
現
在
、
旧
島
田
地
区
３
人
、

初
倉
地
区
９
人
、
六
合
地
区
２
人　

金
谷
地
区
１
人
計
15
人
だ
。
年
齢
は
、

ゼ
ロ
歳
児
２
人
、
１
歳
児
８
人
、
２

歳
児
４
人
、
３
歳
児
１
人
で
あ
る
。

Q 

希
望
園
に
入
れ
な
い
、
求
職
活
動
を

や
め
て
い
る
等
の
理
由
で
の
潜
在
的

な
待
機
児
童
は
何
人
か
。

A	

38
人
で
、
ゼ
ロ
～
２
歳
児
が
多
い
。

Q 

待
機
児
童
対
策
は
ど
う
か
。

A	

旧
市
内
と
初
倉
地
区
に
お
い
て
、
小

規
模
保
育
事
業
所
を
１
カ
所
ず
つ
10

月
に
開
所
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

Q 

10
月
か
ら
始
ま
る
保
育
の
無
償
化
で
、

保
育
需
要
は
よ
り
高
ま
る
と
考
え
る
。

今
後
の
保
育
の
動
向
を
伺
う
。

A	

島
田
市
の
出
生
数
は
減
っ
て
き
て
い

る
が
、
保
育
所
へ
の
入
所
は
増
え
、

特
に
１
歳
児
保
育
が
増
加
し
て
い
る
。

今
年
度
策
定
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
中
で
、
保
育
需

要
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て
い
く
。

Q 

次
期
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
住
民
か
ら
の
意
見

集
約
手
段
は
ど
う
す
る
の
か
。

A	

策
定
の
根
拠
で
あ
る
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
が
令
和
３
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
効
力
を
失
う
。
情
報

を
収
集
し
て
新
た
な
計
画
策
定
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
機
会
を
通
じ
て

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
地
域
の

課
題
を
把
握
し
反
映
し
た
い
。

Q 

基
金
の
活
用
方
法
は
何
か
。

A	

毎
年
、
基
金
残
高
を
10
分
の
１
ず
つ

取
り
崩
し
活
用
し
て
い
る
。

Q 

過
疎
地
域
の
医
療
体
制
の
現
状
と
、

診
療
所
の
開
設
計
画
は
。

A	

一
般
診
療
所
の
２
軒
に
つ
い
て
は
、

今
後
拡
張
の
計
画
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
こ
の
た
め
１
次
医
療
は
維
持

さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。
新
た
な
診

療
所
の
開
設
計
画
は
現
在
の
と
こ
ろ

把
握
し
て
い
な
い
。

定員を増やして改築された民間保育園

川根小学校50周年ラブフェスティバル

保
育
所
の

待
機
児
童
対
策
を
進
め
よ

過
疎
地
域
は
国
民
全
体
の
財
産

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

大
おお

石
いし

節
せつ

雄
お

 議員

桜
さくら

井
い

洋
よう

子
こ

 議員

区
で
あ
る
。
川
根
小
学
校
で
は
、
開

設
50
周
年
を
機
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
教

育
委
員
会
の
考
え
を
伺
う
。

A	

今
年
度
試
行
、
来
年
度
か
ら
は
市
内

全
校
で
取
り
組
む
予
定
で
い
る
。

Q 
社
会
教
育
に
は
、
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
。

防
災
面
で
も
そ
う
で
は
な
い
か
。

A	

自
主
防
災
活
動
は
、
ま
さ
に
社
会
教

育
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。

よ
み
が
え
れ
社
会
教
育

Q 

社
会
教
育
の
最
小
単
位
は
、
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も
不
足

Q 

市
内
21
カ
所
中
、
特
に
第
一
小
、
第

四
小
、
六
合
小
、
初
倉
南
小
学
校
区

に
待
機
児
童
が
多
く
出
て
い
る
。
早

急
に
対
策
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

A	

施
設
の
拡
張
が
可
能
な
ク
ラ
ブ
を
対

象
に
、
指
導
員
を
増
員
し
て
臨
時
の

ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
。
ま
た
、
余
裕

の
あ
る
民
間
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て
い

く
。



15 議会だよりShimada City Council Newsletter

近い将来こういう茶畑風景が消えるかも？

老人クラブ減少で高齢者の居場所確保を望む

自
然
災
害
の
教
訓
を

ど
う
生
か
す
か

茶
農
家
へ
の

緊
急
対
策
は
な
い
の
か

Q 

近
年
、
茶
の
低
価
格
化
が
進
ん
で
お

り
、
さ
ら
に
今
年
は
低
収
量
と
な
っ

て
茶
農
家
を
苦
し
め
て
い
る
。
お
茶

の
ま
ち
島
田
と
し
て
緊
急
対
策
は
考

え
な
い
の
か
。

A	

考
え
て
い
な
い
。

Q 

島
田
市
の
茶
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
何
か
。

A	

稼
ぐ
茶
業
を
目
指
し
て
い
る
。

Q 

茶
業
振
興
基
本
計
画
の
も
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
振
興
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
効
果
が
出
る
の
か
。

A	

い
つ
ま
で
と
答
弁
す
る
の
は
難
し
い
。

Q 

茶
農
家
の
声
を
直
接
聞
け
ば
、
も
う

や
め
よ
う
、
跡
は
継
が
せ
ら
れ
な
い
、

農
地
保
全
は
で
き
な
い
、
放
棄
地
も

増
え
る
、茶
農
家
数
は
激
減
す
る
、と

危
機
感
が
一
層
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

行
政
と
し
て
何
か
対
策
を
打
た
な
い

と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A	

農
家
の
声
と
し
て
真
摯
に
受
け
止
め

た
い
。
特
効
薬
は
な
い
。

大
おお

村
むら

泰
やす

史
じ

 議員

理
由
を
ど
う
考
え
る
か
。

A	

所
属
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
以
外

に
も
会
合
等
の
多
さ
と
補
助
金
申
請

事
務
の
大
変
さ
だ
と
考
え
て
い
る
。

Q 

役
員
の
な
り
手
が
な
い
た
め
、
や
む

な
く
休
会
さ
れ
た
複
数
の
老
人
ク
ラ

ブ
を
集
合
組
織
の
形
態
に
し
て
、
全

体
数
を
復
活
で
き
な
い
か
。

A	

い
ろ
い
ろ
な
課
題
等
を
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
中
で
検
討
し
て
、
よ
り
よ

い
ク
ラ
ブ
復
活
が
で
き
る
よ
う
、
協

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
居
場
所
を
考
え
る

Q 

老
人
ク
ラ
ブ
減
少
の
原
因
に
、
役
員

の
な
り
手
が
な
い
と
聞
く
が
、
そ
の

Q 

被
災
地
で
の
活
動
に
お
い
て
、
泥
か

き
は
大
変
重
労
働
で
あ
る
。
重
機
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
や
人
材
の
把
握

な
ど
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A	

重
機
な
ど
の
活
用
は
大
変
有
効
な
手

段
だ
と
考
え
て
お
り
、
人
材
の
把
握

に
努
め
、
専
門
的
な
部
門
で
重
機
も

含
め
て
登
録
制
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
の
オ
ン
ラ
イ

ン
登
録
制
度
が
効
果
的
だ
と
考
え
る

が
、
島
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
関
す
る
具
体
的

な
環
境
設
定
は
で
き
て
い
る
か
。

A	

現
時
点
で
オ
ン
ラ
イ
ン
登
録
の
仕
組

み
は
な
い
が
、
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
申
し
込
み
サ
イ
ト
を
、

本
年
６
月
末
ご
ろ
を
目
安
に
運
用
を

開
始
す
る
と
い
う
話
が
あ
る
。

国
際
交
流
す
る
の
は
多
い
の
で
は
。

A	

基
本
的
に
は
現
状
の
ま
ま
で
。

Q 

他
市
で
は
民
間
交
流
団
体
に
案
件
ご

と
に
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
手
法

を
取
っ
て
い
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

A	

研
究
を
し
て
み
た
い
。

Q 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
卓
球
を
通
じ
新
し

く
交
流
都
市
と
な
る
こ
と
は
あ
る
か
。

A	
市
民
主
体
の
交
流
と
い
う
こ
と
は
考

え
ら
れ
る
。

国
際
交
流
事
業
の
今
後
は

Q 

10
万
人
足
ら
ず
の
当
市
が
６
都
市
と

山
やま

本
もと

孝
たか

夫
お

 議員
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当
委
員
会
で
は
、
見
や
す
く
・
読
み
や
す
く
・
親
し
み

や
す
い
「
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
定
例
会
ご

と
に
編
集
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
31
年
２
月
定
例
会

号
に
つ
い
て
は
、
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
初
の
フ
ル
カ
ラ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
他
の
市
町
議
会
か
ら
問
い
合
わ
せ
も
あ

る
ほ
ど
注
目
度
も
高
く
、
来
年
度
は
全
号
フ
ル
カ
ラ
ー
化

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
世
代
に

も
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
議
会
だ
よ
り
第
63

号
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」

へ
の
掲
載
を
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
幅
広
い
世

代
の
方
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
議
会
だ
よ
り
と

な
る
よ
う
、
市
議
会
で

は
活
動
を
続
け
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
９
月
28
日
か
ら
議
案
の
審

査
方
法
等
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
の
在
り
方
に
関
し
て
は
、
全
国
市
議
会
議

長
会
の
調
査
結
果
を
確
認
し
、
委
員
会
審
査
を
深
め
る
た

め
の
委
員
会
数
に
つ
い
て
、
現
在
の
３
常
任
委
員
会
が
適

正
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
案
審
査
の
方
法
に
関
し
て
は
、
過
去
の
議
会
改
革
に

関
す
る
特
別
委
員
会
で
出
さ
れ
た
提
言
を
踏
ま
え
、調
査・

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
進
市
の
事
例
を
参

考
に
、
議
案
不
可
分
の
原
則
を
守
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の

審
査
体
制
を
大
き
く
変
え
な
い
こ
と
、
政
策
提
言
が
行
え

る
予
算・決
算
審
査
と
す
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
予
算・

決
算
審
査
の
体
制
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
６
月
定
例
会
最
終
日
に
設
置
さ
れ
た
予
算
・

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
予
算
・
決
算
審
査
を
次
の

と
お
り
進
め
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
、
最
終
報
告
と
し
ま

し
た
。 予

算
・
決
算
の
審
査
方
法
の

確
立
に
向
け
て

議
案
の
審
査
方
法
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

親
し
み
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
去
る
７
月
１
日
に
２
つ
の
特
別
委
員
会
が
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の
調
査
・
活
動
の
成
果
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

特
別
委
員
会
調
査
終
了
報
告

•

委
員
会
の
構
成
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
と

す
る

•

付
託
議
案
審
査
方
法
と
し
て
、
予
算
・
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
議
案
は
、
補
正

予
算
を
含
む
一
般
会
計
予
算
議
案
お
よ
び
一

般
会
計
決
算
認
定
議
案
と
し
、
効
率
的
な
審

査
を
行
う
た
め
分
科
会
を
設
け
る
こ
と

•

議
案
審
査
と
と
も
に
執
行
当
局
に
対
し
提
言

す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
う
こ
と

•
審
査
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
新
た
に
執

行
当
局
に
15
事
業
程
度
の
事
業
評
価
に
関
す

る
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

•

議
案
質
疑
は
こ
れ
ま
で
同
様
通
告
制
に
よ
り

本
会
議
に
て
行
い
、
所
属
す
る
分
科
会
の
審

査
範
囲
に
つ
い
て
も
質
疑
可
能
と
す
る
こ
と

•

特
別
委
員
会
と
し
て
議
案
の
採
決
お
よ
び
提

言
が
あ
る
場
合
は
、
委
員
長
か
ら
審
査
結
果

を
本
会
議
に
お
い
て
報
告
す
る
、
な
ど
。
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特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
！

調
査
内
容

選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ
等
が
行
わ
れ
る
中
、
若

者
に
政
治
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
も
ら
う

た
め
の
調
査
・
研
究

●
次
世
代
を
担
う
高
校
生
な
ど
と
い
っ
た
若
者

と
議
員
と
が
意
見
交
換
等
を
行
い
、
若
者
が
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
機
運
作
り
を
議
会
と
し

て
も
行
い
ま
す
。

委
員
長　
大
石　
節
雄

副
委
員
長　
伊
藤　
孝

委　
　
員　
曽
根　
嘉
明
・
佐
野　
義
晴

　
　
　
　
　
福
田　
正
男
・
山
本　
孝
夫

　
　
　
　
　
清
水　
唯
史
・
平
松　
吉
祝

若
者
の
ま
ち
づ
く
り
参
画
等
に

関
す
る
特
別
委
員
会

調
査
内
容

•

平
成
30
年
度
島
田
市
一
般
会
計
決
算

•

令
和
元
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案

•

令
和
２
年
度
島
田
市
一
般
会
計
予
算
案
の
議

案
審
査
等

●
６
月
定
例
会
で
終
了
し
た
「
議
案
の
審
査
方

法
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
提
言
に
基
づ

き
、
議
案
不
可
分
の
原
則
を
守
る
こ
と
や
、
市

の
事
務
執
行
の
監
視
と
し
て
予
算
・
決
算
の
審

査
内
容
を
充
実
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　
３
つ
の
分
科
会
（
総
務
生
活
・
厚
生
教
育
・

経
済
建
設
）
を
設
置
し
、
決
算
で
は
執
行
機
関

に
対
し
今
後
の
事
業
展
開
に
向
け
た
提
言
を
行

い
、
予
算
で
は
提
言
し
た
内
容
が
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
た
か
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長　
杉
野　
直
樹

副
委
員
長　
藤
本　
善
男

委　
　
員　
議
長
を
除
く
全
議
員

調
査
内
容

市
民
に
「
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
」
ま

た
「
親
し
ま
れ
る
」
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
努

め
る
と
も
に
、
議
会
広
報
紙
の
さ
ら
な
る
充
実

に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究

●
市
民
と
議
会
と
を
結
び
付
け
る
懸
け
橋
と
し

て
、
議
会
の
審
議
、
活
動
状
況
を
広
く
市
民
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
長　
大
関　
衣
世

副
委
員
長　
横
山　
香
理

委　
　
員　
大
村　
泰
史
・
河
村　
晴
夫

　
　
　
　
　
齊
藤　
和
人
・
桜
井　
洋
子

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
に

関
す
る
特
別
委
員
会
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会　
　
場

　
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
第
１
多
目
的
室

参
加
議
員

　
村
田
千
鶴
子　
齊
藤
和
人

　
伊
藤　
孝　
　
曽
根
嘉
明

　
福
田
正
男　
　
森　
伸
一

参
加
者
数

　
32
人
（
男
性
26
人
、
女
性
６
人
）

意
見
交
換
の
内
容

・
包
括
業
務
委
託
に
つ
い
て

・
初
倉
地
区
の
学
校
再
編
に
つ
い
て

・
新
病
院
建
設
費
等
の
地
元
業
者
へ

の
還
元
に
つ
い
て　
な
ど

　７月６日に市民の皆さま延べ77人にご参加をいただき、市内３カ所で議会報告会を開催しました。今
回は「２月・６月定例会の結果報告」と市民の皆さまと議員との「自由な意見交換」を行い、議会や市
政に対する活発な意見交換を行うことができました。

会　
　
場

　
金
谷
北
支
所
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
議
員

　
杉
野
直
樹　
　
大
関
衣
世

　
大
村
泰
史　
　
横
山
香
理

　
山
本
孝
夫　
　
清
水
唯
史

参
加
者
数

　
32
人
（
男
性
25
人
、
女
性
７
人
）

意
見
交
換
の
内
容

・
包
括
業
務
委
託
に
つ
い
て

・
金
谷
南
北
支
所
の
統
合
に
つ
い
て

・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
つ
い
て

な
ど

会　
　
場

　
川
根　
北
堀
集
会
場
大
集
会
室

参
加
議
員

　
藤
本
善
男　
　
河
村
晴
夫

　
桜
井
洋
子　
　
佐
野
義
晴

　
大
石
節
雄　
　
平
松
吉
祝

参
加
者
数

　
13
人
（
男
性
13
人
、
女
性
０
人
）

意
見
交
換
の
内
容

・
過
疎
地
域
対
策
に
つ
い
て

・
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て

・
自
治
会
と
行
政
の
業
務
分
掌
に
つ

い
て　
な
ど

議会との意見交換会

※各会場の報告は市議会ホームページでご覧いただけます。

市民の皆さまからいただいたさまざまなご意見や情報は、一般質問など、今後の議会活動
に活用させていただきます。ありがとうございました。
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平成30年度　政務活動費使用報告
　政務活動費は、地方自治法に基づき地方議会の議員に交付される経費のことで、各地方議会ごとに金額
などの交付要件が定められています。
　島田市議会には、議員１人に年額20万円を上限として交付されています。残額は返還し、超過額は自己
負担としています。

政務活動費収支報告書は、市議会ホームページ・情報公開コーナー（市役所、金谷南支所、金谷北支所、川
根支所）で閲覧することができます。
※議員辞職に伴い平成31年２月14日までの使用額を記載しています。

議員が要請または陳情の活動を行
うために要する経費

D要請・陳情活動費
議員が行う政務活動のために必要
な図書や資料の購入に要する経費

E資料購入費

市の事業や財政などに関する調査
研究などに要する経費

A調査研究費
議員が行う研修経費、他団体が開
催する研修会の参加に要する経費

B研修費
議員の活動や市政について市民へ
報告などをするために要する経費

C広報費

議員名 交付額
支出内訳

支出合計 自己負担額 返還額A
調査研究費

B
研修費

C
広報費

D
要請・陳情活動費

E
資料購入費 その他の経費

伊藤　　孝 200,000 76,375 122,948 0 0 9,267 0 208,590 8,590 0

大石　節雄 200,000 42,265 25,820 0 0 0 0 68,085 0 131,915

大関　衣世 200,000 42,264 74,500 0 13,680 0 0 130,444 0 69,556

大村　泰史 200,000 57,004 96,065 0 13,680 0 0 166,749 0 33,251

河村　晴夫 200,000 42,264 107,338 0 13,680 0 0 163,282 0 36,718

齊藤　和人 200,000 64,264 129,320 0 13,680 17,111 0 224,375 24,375 0

桜井　洋子 200,000 40,105 94,200 0 0 19,470 0 153,775 0 46,225

佐野　義晴 200,000 42,264 62,340 0 13,680 4,331 0 122,615 0 77,385

清水　唯史 200,000 33,830 249,683 0 0 12,960 0 296,473 96,473 0

杉野　直樹 200,000 42,265 0 0 13,680 5,400 0 61,345 0 138,655

曽根　嘉明 200,000 98,760 67,180 0 0 0 0 165,940 0 34,060

平松　吉祝 200,000 76,760 30,000 0 0 0 0 106,760 0 93,240

福田　正男 200,000 76,075 98,540 0 0 19,235 0 193,850 0 6,150

藤本　善男 200,000 33,830 173,720 0 0 12,312 0 219,862 19,862 0

村田千鶴子 200,000 76,760 67,180 0 0 14,052 8,446 166,438 0 33,562

森　　伸一 200,000 76,075 160,456 0 0 0 0 236,531 36,531 0

山本　孝夫 200,000 110,285 51,630 0 0 3,456 0 165,371 0 34,629

横山　香理 200,000 40,105 96,850 0 13,680 0 0 150,635 0 49,365
※八木	伸雄 200,000 96,476 0 31,752 0 2,570 11,328 142,126 0 57,874
※横田川真人 200,000 42,265 62,340 0 0 0 0 104,605 0 95,395

合　　計 4,000,000 1,210,291 1,770,110 31,752 95,760 120,164 19,774 3,247,851 185,831 937,980

（単位：円）

報告します！



永きに渡る議員活動に感謝！
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　令和元年度の議会だより編集に関する特別委員
会が設置されました。委員も新たに選任され、今
までにも増して ｢読みやすく、わかりやすく、親
しみやすい」議会だよりを目指し、委員全員で取
り組んでまいります。議会だよりは年４回開催さ
れる市議会定例会の内容を市民の皆さまにお伝え
するために発行しています。特に毎回の一般質問
は、市民の皆さまの関心が高い市政の課題を議員
がただしていくものです。今年度も、是非とも議
会だよりをご高覧いただきたく存じます。よろし
くお願い申し上げます。

編 集 後 記
９月市議会定例会傍聴のお知らせ

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！

☆開会時間は…
　本会議　9：30　　常任委員会　9：30	
あなたのパソコン・スマホ等で、オンラインでも傍聴できます。
　水色のラインで示された日には、インターネットでの生中継を行い
ます。

傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所３階）へ
お越しください。
日 月 火 水 木 金 土
8/25 26 27 28 29 30 31

本会議
（初日）

9/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）

15 16 17 18 19 20 21

敬老の日

常任委員会
予算・決算
特別委員会
全体会・分科会
（厚生教育）

常任委員会
予算・決算
特別委員会
分科会

（経済建設）

常任委員会
予算・決算
特別委員会
分科会

（総務生活）

常任委員会
特別委員会
（ 予 備 日 ）

22 23 24 25 26 27 28

秋分の日
予算・決算
特別委員会
全体会

29 30 10/1 2 3 4 5

本会議
（最終日）議会だより編集に関する特別委員会

【委 員 長】大関	衣世
【副委員長】横山	香理
【委　　員】大村	泰史、河村	晴夫

齊藤	和人、桜井	洋子

　去る６月11日に開催された第95回全国市議会
議長会定期総会において、在職年数に応じて当
市から７人の議員が表彰され、７月１日の本会
議最終日において表彰状の伝達を行いました。

20年表彰　桜井洋子議員・福田正男議員
15年表彰　平松吉祝議員・佐野義晴議員
　　　　　村田千鶴子議員
10年表彰　清水唯史議員・藤本善男議員

議会活動レポート

7/1
（月）


